ボッティチェリ展
東京都美術館（上野公園）　2016.01.16～04.03
　本展は、日伊国交樹立150周年を記念してイタリア・ルネサンスの巨匠「ボッティチェリ」の日本初大回顧展として企画され開催されるものである。
　15世紀のイタリアは、多様な芸術作品を生み出したルネサンス文化が最盛期であり、「レオナルド・ダ・ヴィンチ」と肩を並べる「サンドロ・ボッティチェリ」（1445～1510）は、南都フィレンツェで華々しい活躍をした画家である。
　当時の同世代の画家たちは、遠近法や明暗法を駆使し自然主義的な作品を描くなか、画伯は“優雅で繊細な線描と華麗な色彩で装飾的な作風”を確立した。
展示品は、世界の名画である聖母子像を含む宗教画、肖像画など初期から晩年までの様々な部類の「作品27点」を織り交ぜて画伯の画業を辿る企画である。
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　「聖母子（書物の聖母）」（1482〜83年頃）（写真左）
生涯数多く描いた聖母子像の中で最高傑作の一つで本邦初公開となる作品で、憂いを帯びた聖母の美しさに、光輪や髪、衣服の刺繍から背後の静物に至るまで描写はきわめて機密である。さらに、イエスが3本の釘や腕を通したいばらの冠には金箔が施され、将来のモチーフであると同時に画面に装飾性を与える効果もあり、「線描の詩人」と呼ばれる魅力が詰まった作品である。
　「ラーマ家の東方三博士の礼拝」（1475〜76年頃）（写真右）
　画面中心に聖母子を配した宗教画でありながら、作品の発注者や当時絶大な富と権力を誇った「メディチ家」の人々の肖像が描かれ、作者自身も30歳頃の姿が画面の一番右側に立像として描かれている絵画で日本初公開である。
　本展は、他に師の「フィリッポ・リッピ」とその子で「ボッティチェリ」の弟子になった「フィリッピーノ・リッピ」の作品も「約10点ずつ」展示されているが、３人の共通点は“可憐な女性像を追求したこと”である。
